
個体番号 足輪 来有田家日 体重
5/11/1999

990136 右緑 5/11/1999 20 g
990141 右ｵﾚﾝｼﾞ ibid 20 g
990147 左緑 ibid 16 g
990148 右ﾋﾟﾝｸ ibid 15 g
990149 左黄 ibid 14 g

日付 時刻 食べた量 食べさせ
た人

備考

5/11 (火) 17:00 5-10口 M 全員元気
18:40 5-10口 T チビを手で抱いて食事、単独でも食べた。プラス

チック大箱にアンカ。

5/12 (水) 07:30 5-10口 T
09:40 3-6口 M
11:40 5-8口 M
13:20 3-5口 T
15:30 4-6口 M
17:10 3口 M
19:10 4口 M

5/13 (木) 07:20 5-8口 T
09:20 4口 M
11:20 4口 M
13:20 5口、ワーム７匹 T
15:20 4口、ワーム７匹 M 2羽元気に箱外、室内へ飛びだす。天井まで飛ぶ。

捕まえ苦労。

17:20 4口 M プラ大箱から 鳥かごに移す。

5/14 (金) 07:20 5-7口 T 鳥かご便利。新聞紙取り替え楽。
09:20 5口 M
11:20 5口 M
13:20 5口 M
15:20 5口 T
17:20 4口 T 寝る時はカゴ横にアンカ。

5/15 (土) 07:00 5口 M 少し粟玉多くする。
09:10 5口 M
11:10 5口 M
13:20 5口 M
15:00 5口 M
17:00 3口、ワーム12匹 T

5/16 (日) 07:20 4口 M さらに粟玉多く。
09:20 4口 M
11:20 4口 M
13:20 4口、ワーム12匹 T
15:20 4口 M
17:10 4口 M

5/17 (月) 07:10 4口 M もっと粟玉多く。
09:10 4口 M 日中ひなたぼっこ 9-15。涼しい。
11:10 4口 M
13:10 4口 + ﾐﾙﾜｰﾑ9匹 M 左緑のみﾐﾙﾜｰﾑ食べない。
15:00 4口 + ﾐﾙﾜｰﾑ6匹 M
17:00 4口 M



5/18 (火) 07:10 4口 M 更にもっと粟玉多く。
09:10 4口 M 外へだす。日照少し、うすら寒い。
12:00 4口 + ﾐﾙﾜｰﾑ12匹 M
14:00 4口 M
16:00 4口 M カゴ中で暴れ何羽かは食べない。
18:00 4口 M カゴ中で暴れ何羽かは食べない。

5/19 (水) 07:10 4口 M ﾋﾟﾝｸは箸棒についた餌をついばみ食べる。ｵﾚﾝｼﾞ
は逃げ回り食べず。

09:10 3口 + ﾜｰﾑ5匹 M ｵﾚﾝｼﾞは逃げ回り食べず。 (餌箱2つには粟玉と水
が入っている。) ﾜｰﾑ5匹は緑だけが食べた。

12:00 4口 M ３羽のみ食べた。
14:00 4口 M ３羽のみ食べた。
16:10 4口 M ２羽のみ食べた。但し、ﾋﾟﾝｸは箸棒餌をついばん

だ。

18:00 3口 M お休み。

5/20 (木) 07:20 4口 M ２羽(4口)と ｵﾚﾝｼﾞ(2口; すぐ逃げた)は箸棒を口に
入れて。ﾋﾟﾝｸは箸棒餌をついばんだ。

09:30 3口 M ２羽のみ食べた。但し、ﾋﾟﾝｸは箸棒餌をついばん
だ。

11:50 4口 M ３羽のみ食べた。

14:30 4口 M ３羽のみ食べた。

17:00 4口 M ３羽のみ食べた。

5/21 (金) 07:20 3口 M ﾋﾟﾝｸ + 1羽のみ。
10:20 3口 M 小３羽
13:20 3口 M ﾋﾟﾝｸ + 左黄。
16:20 3口 M ﾋﾟﾝｸ (箸棒餌ついばみ) + 左黄。

5/22 (土) 07:00 4口 M ﾋﾟﾝｸ (箸棒餌ついばみ) + 左黄。
08:50 3口 M 左黄緑のみ。
12:15 1口 M 左黄緑のみ。
16:00 4口 M 左黄緑のみ。
17:50 6口 M 左黄緑のみ。

5/23 (日) 06:30 5口 M 左緑。この後１０分間にカラスが２羽 (ﾋﾟﾝｸ、右緑)
の右脚先を食いちぎった。１羽 (多分ﾋﾟﾝｸ) は水び
だしで床にうずくまったまま。ティッシュで拭く。7:45
以降 葉山さん宅に何度かTel。止血法を教わる。半
田ｺﾞﾃを出血先端部に1, 2, 3とあてた。止まった。脚
部全体が赤く腫れ上がっていた(手術鳥)。残りの１
羽(この後自力で餌食べているので、多分、右緑)は
脚先部からの出血もなく飛び回った(非出血鳥)。

09:10 5口 M 左黄緑のみ。

13:00 5口 M 左黄緑　+ 出血鳥。この後ｾﾝﾀ-の島村さんにTel。
出血鳥の胸毛が立ち、温める必要ありとのこと。鳥
かご下に足温器 (40W) をおき、湯上がりﾀｵﾙを上
に、段ﾎﾞｰﾙ板を回りにおいた (2 pm; 実は翌日まで
ｽｲｯﾁが入らず 温めていなかった; 5/25参照)。中に
は少し光を通した。部屋温度24℃。

16:00 5口 M 左黄緑　+ 出血鳥

17:40 5口 M 左黄緑　+ 出血鳥

　



5/24 (月) 07:00 6口 M 手術鳥 + ｵﾚﾝｼﾞが箸棒についた餌を食べた。手術
鳥は自力で水を飲んだ。ｵﾚﾝｼﾞ鳥は事件直前まで
自力で食事し私から逃げ回っていた。今では嘴をあ
け、羽を震わせ餌をねだる。非出血鳥は逃げ回る。
足温器のｽｲｯﾁが入っていないのに気づいた。昨日
から今まで温めていなかったことになる。鳥は強
い。ｽｲｯﾁ入れた。この後、森村氏に連絡。

10:00 6口 M 手術鳥 + ｵﾚﾝｼﾞ + 左緑 (箸棒についた餌をついば
む)。

13:00 M 手術鳥 3口、ｵﾚﾝｼﾞ 6口。毛立ち無く寒がらず。

16:00 M 手術鳥 5口、ｵﾚﾝｼﾞ 6口、左緑 3口

17:50 M 手術鳥 3口、ｵﾚﾝｼﾞ 6口、左緑 2口

5/25 (火) 07:20 M 手術鳥 5口、ｵﾚﾝｼﾞ 5口、左緑 5口。足温器ｽｲｯﾁ
切った。

10:10 M 手術鳥 1口、ｵﾚﾝｼﾞ 3口。床の新聞紙に血が付着。
手術鳥の血？

13:10 M 手術鳥 3口、ｵﾚﾝｼﾞ 3口
16:20 M 手術鳥 4口、ｵﾚﾝｼﾞ 3口
18:00 M 手術鳥 3口、ｵﾚﾝｼﾞ 3口

5/26 (水) 06:30 M 手術鳥 2口、ｵﾚﾝｼﾞ 2口
06:45 M DigitalVideo開始、45分録画
09:45 M 手術鳥 2口、ｵﾚﾝｼﾞ 2口
10: - 12: M センター訪問。鳥かごで飛び回る元気なスズメをビ

デオで見てもらう。ｾﾝﾀｰで引き取りOKとのお墨付
き。

14:50 M 手術鳥 4口、ｵﾚﾝｼﾞ 3口
17:50 M 手術鳥 4口、ｵﾚﾝｼﾞ 2口

5/27 (木) 07:10 M 手術鳥 2口、ｵﾚﾝｼﾞ 2口
10:30 M センターの森村さんに引き渡した。５羽全員無事で

なによりでした。

6/13 (日) 午前中 他の仲間６羽と我が５羽を含め、11羽が ｾﾝﾀｰから
2分歩きの畑で放野した。


